
山田静男・篠本　武：チョウセソ′、マクリの棲息量について

鹿島触有用貝類の増殖に関する基礎研究－Ⅶ

チョウセンハマグリの棲息京について（．第1報）

山　田　静　男，　藤　本　　　武

Ⅰ　緒　　　　　言

チョウセソハムクリ柑壬の知即し†，蕗柑成長，紳釦ついでは昔野一朗．原軌鮮碧増井

．＿野中（11がそわそわ宮晩芽観静岡産のもの打つレ、†適ミベでいる0

茅城見の鹿島斯け葺ける太啓の滑痔首は全国で厨も多く．困樫性のノ、て′グ日を含机たノ、ワグ11がのらちで

もか扮わの量を占めている（第1泰）。通常ノ、ワグ＝√いえば，内湾件のもので代表されてお山，沖狩貴も

千葉県が最も多くr仰の帥万でも内湾件のノ、Tグ日が多レ、のが目すつでいる0

然る打近年梢水工場靡水理畔で等で．今後のハウグ▼悸沸け対する影響二が贈大し・・そ－の背瀕紬

減少こそすれ．坪えること虹即得がもで香いのが拶状である（

このよう吉ことから，ノ、ワグ11発声のうちで外海打帝する水樺のウェイLh’大きく方わ，肝畠鰍のチョウセ

ソノ、マク1】漁業及び．背振管理の面からも乗分秒討手かわげをら方い。

計1表　ノ、ワグlI野前野高（農林統計笥料）（トソ）
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従来の知見打加えて57起こ肝の諦査蘇黒を薪告する。

この報告をまとめ右にあたって御助言をいただいた　育醇区水産研努所　訂中二艮博士打診意を表するへ

また詳査打種々御協力レ、ただいた鹿島教漁葉摩合金套長一　小沢運氏他種合卓の昏梯灯辟謝する。

刃　汀　線　の　分　布

啓束の評恋か〔せ静2缶▲－2・8先頃ま L出捲沖合灯謁針㌻ふと とが知仁か

る音が多いか．少いかが将来の背源一冒せ左右すると煮え，㈲卸55左Eよわ打辟灯おける林見縁曽眉

景許杏を行った。
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茨水試：試験報告　昭和57年度

1　l・‾　　　法

1m2の樺山n出現ナス稚貝を1職員の静で振って採集した。調査点は生膠始めの全滅調査を，各軸一

朱1点れ．以降虹肢島淑幹部．中部．北部名1地域を選び調香眉を100m間際瀬5点計設け．枠取謬

蒼を行った。

2　綬　　　男

55年．56毎の評着け断樺的打終わ，まとずった苔料は得られ方かつた。

57年か仁，建紗的灯行ったが．57塵は汀静に殻長5（刀億暦のものれ　鹿島港全域打出現し．第1回

の静香打おいで打中部地区が比較的多く（詮1囲）．これけ各地葬1点の調査点を選んだ粗い野蚕であ

ったか．静5点を選んで各地点それぞれ5点（象ク囲）の訳否紆果とも略一致しておわr京智釜努中心

打者も多く、声北灯少く分布しているへその枠内の出現僻数の最多首は京智釜町おけ鼠1．558個体て

あh．今回のよう努大岸廿∵研けキ迄折方か二）たとレ、われでレ）ふ。

象1図　1m2枠内出現価封（57Ⅵ7、一8）
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山田静男・藤木　武：チヲウセソノ、了ノリの棲息量について
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第2図　　三地点灯葺ける11が枠内の出顎個数（洲点100m間膵）

5　考　　　察

川　敏長組成

京智釜でhd月初旬．2．8〔罰▲，その他で打2uC机（第5囲）打モードがあわ，55勾三の発生君－と思

わjl，その後1ケ月後町行わかた評蒼（第4匡丁）でけ深芝で2．2即‘，ノト山で2．8C机，京智釜で50m

のモートであわ．地域別の差があるよう打見えるが静述するようけ汀折の位置好よる変化もあh，一

桁打はいえをレ、。

58毎の打線に観官、する群は57生得多くをいれ　明らか灯57在の卓越許と次毎膠打発生tたも

のと思われる群との2群が分離され出現LTいる。（第5回）
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茨水試：謀険朝儲　昭和57年度

鋪5周　設J≡三．‾う…し戊　8月7円～8日　　20
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貌4囲　　殻昇親好（7月クー4日）
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第5戸7　　58生野汀紆打仕期した個約と穀長組成（58，占，25～フ4）

（21打粧折対すZ，直角ナ埴Im分布

前項の詐やで，榛′巨順＝所打よる．奴尽変化も裟・え仁一かたれで，垂直分れ殻声紗好打ついて調査を行

ったところ，深芝で了枠卯の出御かの変化打方いれ　改革藻場で好打敵中でも沖合打方ふ覆天嬰を示し

でいえ。（辞．8－1囲）然るげ7月打行った京智釜での許否では淋毒紗から15m言－1後打多く分布し

（吉も8－2囲），45m付近膏で漸淋しでいるが．班長組成では群芝打あ1けふ群判然とねlていをくで

伴か折沖合灯をる繁文きくをる傾同がある灯すぎをレ、。（餅ムー5囲）　このこと転院芝では棲息開城

狭く．急悍斜でク0m巾しか希いのけ反し∴京智釜では傾斜が鰐かでS Hm－dL〕m打蓬している‾1

－24－



山田静男・藤本　武：チョウセソ′、マダリの棲息量について

葬る－1囲　汀線位置による穀長変化
深芝57占．19一一2ロ

／

Hl●　　　　　　 1●　　　　　l●

仰　　 仰〝′〟

●t■■■▲し巾■■l■I　　　　　　　　　　　　　　＿．　　　　　　●

努d－2国　京智釜打かける重曹方向分布図

と殻長締成

がその差異と希って表れたものと思われ　膵島猟

が南北打72Kmの海岸牌をもち．それらの地形が

局部的打みれば可変的であるので．汀絆の枠取結

果そのせゝで分布．殻長細成を浄ずることは誤わ

をかかすことばをることが考えられ，地域毎や河

点者か方わ増すことが必要であろう。

全域打わたって禁漁期間を4月16［トパ8月

51日まで定めでいるので，その期間の汀線は比

較的正常を状態灯あるが，解禁されると打誤が荒

され，正確をデータが得られをくなる。又，汀線

の密漁を防止するため，打級打棲息する稚貝舌沖

合打棒稽して封h．汀筒の稚貝定常三周香折は連続

したデータが得られない。

第8－5図

Ⅲ　沖　合　の　分　布

1　水深別棲息量

水種は1Dm以深打は殆んど観象せず．10m以技であつても主棲息水深は地域折よわ異るLLく（第

2菜）水深2m一一7mの際が主樺眉水深とをつでいる。嬢所打よh后摺B的灯か方hの差が月Lれ　評香点

をもって既島澱全域の漁獲音に弓lさのばす事は甚だ危険であろう。

－25－



茨水試：試験報告　昭和57年度

条2葬　岸から沖合打向っての観邑鼻と殻長（58・1・17日深芝）
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－2d一・・・



山田静男・藤本　武：チョウ七ソハマグクの棲息量について
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第7－5国　　小　山　YW

傾向として描くをる灯つれて大型許と方ることが考えられる（酎－1，2・5囲）。これは生態

的な深厨と殻長組成の関係というよね・深い場翻噸漁獲回数が少くそふための生き残わの閤膠で慮ろ

う○

Ⅳ　成　　　　長

前述のよう打同一地点でのサソブーい／クでも殻長細成の変化があるため或る即闇経たも仰つしっでの比

断つレ伽多解危険骨もつでいるものと恩わかるが，57年－58生打至る群の成郎那園のよう

灯をわ，57年6月打蘭甘みら柏2・4♭レ50m群は58年8月の41トー5・0ロ′収つをがる即あわ・

57年8月の0．8C机－1・0mの群は58生8月の5・OC上の群打つ方がるものと想定される○この生長万過

去の静香轟鼻隼も略一致する。

．一一，．27－



葬水試：試扱報告　昭和57年度

・第8－5園　　深　　芝、

■■l▲勺　　■　　　　●

節8－2図 小　山

Ⅴ　資源皇打馳する老察

見好の異常発生灯ついては種々の報告があ

るが．その要因をど灯ついてはまだ明らか灯

されてしっ希い。左程好ついて過去の統計資料

を眉でも大発生打由来すると息われる戦・天

景漁猿が記辞されてしっふれ鹿島縫んγおける

太穂の漁狩骨は豊凶の差が著しい0

最近の天貴廃生は蛸芽利一28年夏，51庄雇

と考えられ　57猛打大音に汀線打みられた

瓢755立夏の発生と老えらかる0これらの

発生がどのようをことと関解してしつるか仏

前述かように明らか灯されてい行hD

l　＝策培条件

ききiで今沢（2）等拓北寄抑ついて水温と

＿2　8－



山田静男・藤木　武：チョウセソハマダリの棲息量－こついて

の関係を述べて．喜郎幼生が浮顔生活を行い一発育を完了して海底打沈下し廣樫生活灯入るまでの5－

4週間に適水塊の移針の打げしく方かつたときは稚貝の分布は良好であわ．その年今野の升寄艮の生産

もブこきいとしている巾

や打わ太確紆おいでも幼生浮渉即の海況が後打大きを影響を与えるものと思われるれ　ミクロを海洋

調査結果が方いたれ水嚢等の移動の日豪としで，旬月一朽ネ＝階横平強情（那珂削順所言時　第号表・〕

及び，旬別水温変什（那珂湊地先第9囲）打つい†検討した。茂野I41・原吼藤木t51打水泥クnr以

上　7－9月打帝か盛即とオることを述べでいるので・｛ネ1日78月一日1月・水源虹8月－1い月の

即問のものであるが，前者でケ了28年，51毎，55年打つし、・－r伸の鉦との差は見山すことはでき夜かつ

簾9固　　夏期沿岸水預変化固く郡か湊水許地先）

＿29－



茨水試：試験報台　昭和57年度

たが，経書では8帥平地水温が21C－22Cであるの打対し■世の生で打25C－24Cを示し・

大昔発生をしたと思われる如平年よhlC－2C低くをつているd蓉那錮∃と思われる8月の低水源

が産卵打対し生帥舟要即方つたか，或虹夢卵後の浮潜幼生灯対し物理的を要因と希ったのかはつき

ゎ化し貴いれいずれ灯し†も8月の低水温が大骨発生順阜することがいえるようである0

本県打か十硝長針隈は5C仇であけ．禁漁肺胞4戸18日－8月51日珊であるか・鰐化後5直

・を経過してけじめで僑日限討長＃‾超えることが知らか丁いる。

第10園　　漁獲量月変化

漁獲音の帽化（第10囲）計昭和28度7塵から57生5帥かけてみると・そのうち大貴溶断

51年すき拭う4度一一5細でかけての2回である○れ〔狩野紬12月を中心けど：一ク計示l・

木（襟漸渾卵ケたどつ†いるdそク1週鮒前者でけ2∠転4ケ月・後者で打棒4ケ月である8敷長組

成のデータがをいのでこれらの計は単一生合評であふか否かh問診とオスが・当断噂を漁業者かLき

くと′＿卜撃灯ものが大半計占めていたということから，その三野行発生終5∠租静過した乱す努わち新

しく沖弊可▲併置として添加された欝好漁狩啓勝がかかった結果と思われる07－8月漁即前半から徐■≒

打倒rlでいる州，晰ヒ符5昼前餅で卸限殻夢前からの漁獲が煮えられこれが冬場打方り全体とし

で5m以上と方わ．詳渚的価値の高く方った時折天骨折漁狩まれ・－それぞ〟2月打ピークを示したもの

こからのこトかL通常沖狩昔れその節数生後の菅漁の指標日で使用した場合打払・藤訃主計と方

咽るも咄敏郎叫上の許であ∠1・4・占，極11囲）ト考えかゴ・犬鍋雛のも相その篠の

平滑別け甲誓きく、むしろ・習1がいかける仇の群上し†残ったかが㌣節であわ・崖方言滑降骨そのもの

＿5　0－



山田静男．藤本武‥チョウセソハマダリの棲息量に才る調査‾Ⅴ

第11囲　敷長と生殖巣青首との闇併（28生7戸7日）

崇5裏　出漁日数及び浄樽景

（茨城農林統計資料）

を．発生骨寸をわり折の再生露と紆びつ

けるのけ危険であろら0

5　菅済書方び汐狩率の鱒討

脚和28年・一57毎折きる、沖狩紆言＋

の生計を言辞べで，平抱押野昔と延虻滑日

掛との関係を求めた（賢5表，賢12回〕

園から解るようけ豊滞在万び平静在の2

関係折分けることができ．暑狩生の回帰

宙線はy＝RO2．ク91－0．ロブい59Ⅹ

平準毎でけy＝299．8nP－D．n9占78Ⅹ

大島等βl打ナウコ『ついで棲息号及び

沖狩宴計求めTLへるがその亨右筆脅揮い丁

寧瀬音恕び滑稽豪奔箪辞したn（象d責）

第4表　棲息青井び滑狩垂の求め声

帯動の少いナワコの場合．棒息昏S

崖偉努力当わ漁狩野卜告がf

F＝巨（1－f）当S＝ロー11空ト㌍墜±とf2→

…〕鞋Nf叩一㌢f〕（醐増菅野

3　　4　　5　　d J l

＿．一　■　■　巨．■

染12匡！　平地源狩音と航海日勤

－51－



茨水試：試験報告　昭和57年壁

告潜在の否滑音打15．600い／．平滑年で打．4．6［＝コトノノと方わ，1日あたわの漁狩峯で打．前

者打5．154×10」．後者で打‘．d5dX10－5であh，平漁宴が多くオつてレ、ふれ　出漁日数は豊

漁年が非常灯多く，座間漁獲率でけ0．85，0．59とをhほぼ同じ情を示lででつる。

このよう折推定橡虐音は約5倍であるれ　掛　見捲抑葵打従事すえ沖結け，鮨漁業のよしあし

打よっで変るので，豊浄鹿折わかをわの漁船が搾業し．沖妙策肝も輝く努っていえれ　暫源昇が大きい

ため灯或る帯膠相殺きれで浄狩豪打そか幕の変化努もたら亨をかったものと思われる0

Ⅵ　要　　　　事勺

1．57豪打打絆一帯灯大音打出印した55塵発生群れ㍉ほぼ申宋部京智釜を中心として革北灯漸減修何

語示した。

2．58猛打汀締打出甥した群け57塵脊多く打方いれ　58年．55白三発生群の2軒がみられ55餐発　h－1

生野がテ丁紆打残つでいた。

5．討阜紳肝の地域別差相打蹄の帥形的オ柏連打よるものであると思われる∩

4．太稗の分布水深は10m以漢であⅠ），主樺眉水深ね2m－7mであふれ．局部的を陸息音の差け非常

亡・アナこきレ。

5．水深が浮くキム打つブ1て大型許が観点する博何軒ある。

．大音声狩打涌常けじめで利用可能賓源と有った群打澱狩軒俊二のかかった結果であり．天草漁狩そのも

n虹再生許げそか幕閣併有をく．葬った滞4生貝以降の音が串・生醍甘意黄をもってくるもいト憩われる。

7　8月〟1低水温が発生灯対し好影瞥脅与えでいる。

8・産別源称号から賓源骨を算定すると豊派生で打15，d DD t－．ギ僚正4，占0ローとをわ．後老け前者

の約1．巧と努る。

里　庄胃憐狩轟け豊漁年C．85，平許t先口．59で掛・苦Fl枝の鱈や‾率か示すいけ仲終業才の競合関係折よる

ものと思われろ∩

Ⅶ　参　考　文　献

1）阿井敏夫，野中忠（1959）水産増殖　d（4）

2〕会沢音克　仰　（1954）

福島県沿岸灯おける北祭具の増殖打関する研究　象二部　福島県水昏謀

り大島春雄　仲　（19d2）藻海増殖事業－その生育効果一　群文堂

4）茂野邦彦（1955）チョウセソハ÷グ日の生態打ついで　日水草誌　21（4）

5）原田卸民　藤太武　他（1957）チョウ七ソハマグ1】の帯卵即灯ついで　昭和28生昏試験報告

茅触県水産試験場幸抒告

占）藤本武（1959）チョウセンハマグリ椎貝の成長につバて（節1報）昭和51，52年度試験報告　茨水試

7▼）宮略一老（1957）　二枚且の養殖　いさを書房

8）藤本武（1959）鹿島灘産チョウセンハマグリの推月について　水産増殖　7（1）

・－5　2－


